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(叩Il】31I7n 3日 受浬)

水 化 'IF d. 郎

(VFポ Tち拭 h 所 ･1号フ芯 )

1 は し が き

雌､苧 77~Fq'な甥一F Jとひ火甘li苧式中でも婿jlの

TLLr'BPi!'.叫･でも常JIIICH'無性 さjt,Jこと ,i.~亡>

ち.この瑚fr3･くのもq)il焔 /Zあげる.A-･ その温g:刺

守Lエ托斗こされてtTE卜.F.1代11犀.i放課喝鞘も知,.､た

めにIL.伽 .tり喋兄へのtIJ′代伽の餅V]にも.性表内

仰の が明にも打力ff攻frCか ).父E'ケ1ト火q,銃砲

川火敬の滋IJJQ)Tlf抜Ldr-Tlもあ勺かt),そのmtillt.tlの

F出血とLji脚の瓜IAltIIl･佃1/Uことl川 (懲rCある｡粁 rrは

行輔fJm旧 弊とも士はサについ (.Jt軍法に上り翻せし

たのて大喝と相中-T勺.

Z 各棟測定法の検討'-

TIl嫉恥 まh7.Fl,に刺i払純分IiqrくI)浩で Z'1-PlE'h熱

欄対に上ろときElh71のl払FEも･依1させろ恐tlかあるの

でl)でのための三とL宙なutする｡ この和合の使tTl於和 弘

輝H̀b00○い こPlられる(⊥rl荊沿mのま､のは材質の

朗ほて脚 触 り稚く叫川机r/L L ql試｢螺 の搾 抗扮

Lこ1るとき11は焔の温性も代 目.3'せる:<基l.'fLL/J.

T州 はtn.温度は同 じである 抵抗は如 lにJ:るとき'1

i,ElllL_那別かあるカ 荊抑こするLさは碍riZlレス十/

スuFl畔にkI)'1′伽Iに硯lyl,Zかlけ る稚!.ミt/絹 IA'

iq恥 JJ珠に1るときは 比城WJmIlで荊温に過日でき

るが.SILhnのhljal式●)に上,Jq)て縄ノ.のtFf石を懲 L71

fTI腔かよくlLt｡

輪 より児欣1る馴 l/_/FJ悶寸る追随iq描 法のrtlで最

も11.く糾Fll占八てt るQ)は ス- グト,L禎 r-I.むLJJ.11に

N'11)柁rJ.較淡C脚.ll'(81こil')が小 ･｡17-/lI/･Z･

/∫/'即.lT勺濯鍵●1.分九～川テ川LTnl-1.疑火川X.刊■11.
N.ILJrll:1 布地IqtカノIJl削り.,ケ ′ト拝'芯材■Jl.W革

】1聖だ汀t7日).t]柵tlqrylCdに剃り■11..川 Ait力7LL'/l'1時無故で

ち/J.
/†こ淡で軸毒されものL.P〝八の小の Nnは70)髄 (肋

JI'-払IQIC.b,J.九'Alllの維Iと[-乃至追放紀子に起閃-T-,J

畑もモスべタト′レ/i,TJ｣川IT/JJ状も一般的であTm での

-1.Ĵとし･〔出払此'-)Ifm雌 +/JJJ式7)･あるが.収もiLl

狂仙 二世駄/Lカタ17 †ルムlこ4i彬IEt/十るF)扶EI野

市の実験■7)て;上川州IL:ことか判明した.叫r;り分野分光

Vに1りフ JJLJ.いこlqf扶ス-タトル/,7ミt I/1九'J/iE

iIS苛に上り?A,7m色ru哩/'淡めた JI llJX(PEi

36657)は妥当lLyt色相I..外 ＼enOn満目_屯中ソ･7ス

7n).巌讃7-I_1レ/rrl■●1g'のむEE'l.lJF三日Tt.のIB

追尾覆】】)の例わ.t'る 坪晩溢姓見好 L･k.rL･#.亡あ,J_

光鞍法 てEエ L.;Il,L'rl'-1.0近江n･,AtFLl.蛸 t,ケ ′ト排

気鮒叫.帆;;'焔-F71- Ipノーグ叫があり｡-昨f壬につ

いての取M鞍上l)榔荘■●lL 亡i,よい｡招く蛸について

宜fI法を何問LJしのもある.')｡

以 ヒのJjTJ､の弘E海上の補職となるべき焔 上りのl郎 I

についてl三那4.5.6lgJrく野性珊 幹虫;恥 の外'-1,

輪の反射拳r'1.N"Fr,(I-Jz食L･h71叫 こつし 〔の肝死力

あり,又功舛晩郎'l)JケU'崇州 別 )叫 二よっ 亡も州境で

きる｡

札 Lは何れもIL,rl又はが7-の屯丁肌かiuぽ/i･測って

い,i,カ･IuEt､K拙 1-イル4--TIT肌への分村iiH/･iqrJ畦L

てb軌TiL,'き しuLlM)ll.O】=狩川 N=川▲.1.LN

絹j■).CIllrP.I.通 力外の ()llRk†'FiJ).し,州叫

co の ･l"H州um.ll''1.0]lのtEZ軌Wl･慢性寄与故

あり.EI卜 7-タト･LJ根の外R;上l)軌ぶす,LJ)tLl..-)ら

あ,J｡JL卜の外乱掛 1､のtr.HT...辿臥 X一拍叫N IZト√イ

タt･77:/fスIJT執 こエ/ubのh･あ,J｡

.1二研完ICに⊥とLてNTL-1)吃+.tl/L托川し.-･用.に

一光描法/._/も剛目した｡

その'宝Fi･l上しり捜止のbくほ 乳の鮮 焦ス- クトルは

VaD損をH..tんと常に†Jr,1こと.1り 仏性J).ttこ

と 即ち内LIRて l.qtLCllijiJ:〔 ±与.小判分X.'L/羊【

蝿に上るIqtIてiLIlIE斤IIZLU グu hトノー)でLll/､F'了JL/

附1け ,J■こilOeC の一Tl;虹で.ら,Jことl').(n)珊Jl〔

jt16這するU)⊂1/六分 [の存仙五才ル斗一交触 L-LL.li

ilで 平衡F)bti☆Jが･39.は-亡き,Jこと.t4)大/JTAl'ful

光提JfせLItLこと であ,J｡

S ti託の燃焼スペクトル

は瀧はrl許に俄化JtU取れて化bY/1なIIL(い ムQ)



で.外界 より熊化性等内宅の耕 な ′し こr

鮒 杜可侍であ る.-I.=つてこの臨 i常 l●･l･

mIXedrhrllt'てrL'=qtt21..'廿と7'' 南

平膏正のtZきて.i外甲の応諾一三tFや こ仰 -i

,JLLトが,11の 1.0)Lエ沃''･F.l娼t･:提11'ス亡ql

cl飢 LNrl.た現 ri蝶.6,1EE▲ニ通計 rへ ヽrl

法をi'T.L.す りには i-Fそのス- タ ト̂ I/粗F'

TT_ほなら山のてユニのEJ王r{二訟影し''_｡

(L 畦iQlLl)tの l′5-tゴ:堤頂子 -/ リス

.i(Sド,1と X… ･11Ⅰ一一 (=､/ の17.･/I,

ソ〆上り''Lる EJlるl･ⅠTtコTL?分,-q2=I/'T欣

13Arllrn 1.さ吊.4 化 ^ nqlLTttl･]).ー E.,

塾兵乱朝7kJV/1尤2:壬に.LJ)空ミミやT'luu l,'<t

lfくのLO乍晩久- グTル'Z脱胎 Lた Trll沌した

2CO-3肝W の小職TuFL柑 ｢q)OIll川trrf_q)紬

皿 5xBt'114)lJ=lメyllL/2(加m q)ln)J i 'I

IE)に Cl- rべ 宛耗trJ/)等辞IIJl投!ド

るとtS態焔を彫 {-きる｡ 日)ニ トt'ト′ 一

-,,(I.Trl＼ ヒダ■J/蕨 Ll'lIのま51喝r171
.三並岸,-′rl)′ト(l7EIN ,-キ ソーy

/ (HlごX),'.- Vl トにl券以下 rP.((..た
ち (0.1-CiH)は 1blmll紗 R.二上るL'-

-1●捗-(あっ7..炭鼎 びCO.ILi･て漁tqさ.1-

引 二.三後述の暇 に用いた5:i零苫'_,lWL J

f=.スtJ ト摘 まL I-I_三mm.rJ -+

一一実.土Ftの 欠品レンズfzTl…-･L_レ ズ 二It

榊してスy'r.=t_/トを告t7号▲このて _.rI

払 許 のL.'rtKカでの まま艶彰L.t.･1.'_｡L'll一,y一

は LilL(L1l'_示 r- こLLtrTI(I(･.I)llun

Tlle lt1nl}(1し.11■unt'(入1りIt'LtJ).lrSrrLLlr.-

(1950)/fHL拭iBした結光は rJL･1に7た

す｡

-iiLこ侶Ji.､ヲノ7rlでなく蒜L,a.u)も'dJ･TL

生す･JものはTl,目指tf;ス- タト/し1_ .>:'}

え が～井出tlJTITjr_1亡や-するt71の耶スヘ ?ト

･レは粥だ現し叫.Lh･L N.卜 r)陥.上清l■二 ､-r

ちLtも｡ 別 田hiの挿す1か性鮮ス-タト′′に け

Li~T影野は/,trlTn'I'Eもo)てlLく.打払..Z他

校のrd-_Lで.二m.f寸,1 瑞の丁芯4,F.二･㌧L･けr

.この人ttSf托rる Nll.C.N肖.i桝 のI l''T

TP良7*を知もTIT2 -=ら

L-1ヒのImL りr't色大王 rIヽT.J'＼.rLt

(テ い I,'･).こは た繁i･LAi父上dkh江.rlH:

皇夫及び Na-u触 t'Ji1-か適用きLt.l)l.lNr.

磁 州 〆1ナ-Iイ ト. カー ,)プ トには 1̂.L-L)

軒 〒 二 =二 コ "＼
I

≡ ≡ := コ ･･･E-
uJ
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KorLIL.CX ＼lOletl
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Te1 5hn最 f (C･1)

恥x E;P滞 (r･=)
PET二ヾ

＼11.＼日.

IN杜-D
cu(3218,327iA)

hTa-D

I<ひ-r)

･1-a･O,Cu.K･C8 Fca,?)･FN･-ti((00-:o))(C･l)pm-D.Ca

Ca()011(0,0)(1β) N.1-I).Cn,Fq.Ct】

t(onl】(Sdll､ACll) Na-r)

MATUr)～:(＼ゝHT C80.OH(し)) iT<8-D.Cn,ド

SAT(UTu , KonlZ(SLTlt･J'｡h) lY'3-D.Fe,1(

SlXKIRT , Konl】(ScllⅥ.lLh) Eta-D

Z､on(.(SdN.lrLt)･ ,T･a-T)C.Ilo

CIRLⅠⅠ(Kt.RO)

CIRLIT(:(T3)

SCHll̂ RZPUL＼ER tくontl(Stark) Nil-D,F;

L1.1だ苦 奄Fuでさることうr･判る

4温度尺度の校定

IQ六年厚でr'kR賢会読1.)-eib点Li.LのaEtはl'hllぐk

u L式二三二'=光高温計.こよることとたり.その折=

曙射定役C,は 113eC/-OKに変ったL姓鵜の ＼＼LL･n

式 三市心 ではJ逝 け)(ヰCCOEK26つ む生するがL.̂I≦
3- .ZLElのとき1タ;以内で Phnrk式と-空し 計

男このq.単のた bここで 三llzczl式を托Jf7した｡しかし

扱者5靖のlrrには山内,取扱の誕叫 を糊 口したので

PZa..rk式11=用LJこことLこなる.C土は常.=所伝をfE
用し▲二.

馳 Iの丑iPにはJA痔尉 f群-')が艶軸的=放免である

那.その温旺部屋用黙屯粗 さL実現り帆 Llな賢し,鉄材

と水崩-イノにJ:る白金汚抵抗tPJ_/自作した響名の爺

垣て.i.rI)-CE:U-:三拝用不随のた >').中央汁敢放定

所校正燕のク/7ステ/1,172･J/ヒラJソIラソプ (I;
ソ TTラ'/プ)を壬芸用LJ= ガラス隷死を通じて莞なと

り出す点が規J-1であるが,実定たこと.稲光してない

こと､充尤面が平軒であること,大きさがあるからセ

クタ-他用吋,その光軸t,きる力rrUセ考えたくてよい

ことニ),比FF7L為し､こと等のため二次牒iPとして'Eく

t3

Cz)C】(:I.Li.C.[).E)
OH(0,r.)く】,01. Nn-D.Cu,FL,hra

I(orLtl

CuC】(･＼臥EI T"_T)Konl)

爽用さ11ている｡東qt大破(lい′lCA)と JIス入小

型(61.'入)計21JFy摂準として付す写し,h二のdス入

/j･番 1匠L/必gfi-_ILL,して打qFでチ.L タLLLlJLろ契約

に(.*する.醗忘所.こころ='たりはl,声r C空-=~こ.Jl,i

のT:,i:ククー/_r･白作しこLtでIJが/のZr虻を既知の

柘fl'ClRじ倣迫(-.;TCCまで)'C戟正した光高温コlち●)

の.瀧正巳頃.こT;ち尖り古瓦に空て l)A/の包皮日盛り

を珪乃させた｡チ/フは I,eCOoK(斗旺温度)粒匠ま

て安全に使用できる｡上り辞l点て.三高I...Fk ラ'/プの消

耗を遭ナて:J＼1,.I､酎タI/タステ/7-タラ/ブJ_,紘
用した.7-クランプ:-_本=虻.=不安定LこTLり謬ちだ

那.弔い使用の煮て淡.三比攻〝慌 てとaif子珪坑くレコー

ダて変和を故する こ)//lrrF)で ±5m.･lqj:10oに相当す

る変動であっ1_｡セクターE上f早さImn の僻 拓き!.

pEl孔角はIJl00古托ま'L.'改める稚研 罰 =I/パL,一夕で-OA

に19き琵塀り,三戸l公式でダ雌 を淡めB&rt札内比として

C.C3!n/3､控とCC三,QJを,柑た｡

地 を移す推拝.=故用する光高温計の赤フノr,タガ

ラスの分光逢光琳土KIPE)-SoTlnt.[一会左肘系y7'ルキ

ノタpノータと Ph01(〉VOh仕日光喝光正軒に上り j:

aIタ.'まで絶ち注した｡I-/タ.'J-クは欽7-クスヘ

クト/-て政市にu退校iELた｡これより有数m打田長



2Cd ェ 只 大 男 拾 iEfS 荊 Iq 書 #FJ r,

--I- I -- -- -

I

81Zd2 D▲cpTfcぐt】Ye＼ヽclhn]A‖ge

'-)を甘出甘こ有動転長を決める.これを Zi.]̀12.こ示

す

Iyyスナノ7-タラy'/のt瓜 三水貝類茂捗に上

る棚 斗 】10V より柑たが.倣 土凡て EC_!2CAIJ

のV18油を夙 ､,糊 はできるだけ半FE付し,Jh用屯

粗 土JLて尉 ヒ川を逢し.67河prh官紀 Ji劉 化 tZ中

m ･.こ1り5席までt誌餅をW .1した.1且までi_ら

F'･路 ECL-m ●tさ･こきZSで記市尼Xl定した.打た

t氏Li申托研･土大型′ラフ用LE.こ監大して屯称こ鋲す

る･益m上の札モ点の′:ヲ'+上りL豊:三一.500.Kで
±】,t･W K̀で 士2',2,→CUKで i:5･13,【伽 ･Kで

±l(I(何LLもq比 定)の懸度である.しかし汁点検

定所の校正 に は±SIの.LYZ隼があ7_のでこTLが瓦わを.

旭の荷印 ･二･三的L:t化昏i.こよったこともある9.,

多く･上kホしなL･した -lTzn亡叩 lllJione)Ⅵ.】razT

l't,コ-′と百草長尻･こ上った.この時絹 上 1日盛

～.Smn が約1コ●rこ相当する.J･u二の手放の大泊J_'区読

すると BLld3の如くfEる

B,M3 OasS〉sIPmderTpmrkr机 tS土bh

LLl上'=.tAgのt色のZP凸L,ンズを,J,塾ヲソブ使用

時･こ音･こ併用し.tfz圭三たし-=見易くしているが,無

品悦 雄 特･こも官.こ向い ,yズを旺爪して招ゆ

させているのて,その使用.こ上る捷畔iR好の銃下ほ

は一正Inまき九る.琳レソズのため.二輪fu 'Lよくなく

やや71'ヤーを生するのでそのためのレyズの任用托

皮.=上る整斉廷丁の富化･=つ.いて.まai出の如く沌正汁

罫をした｡N--I)絞正伝榔 書にL土讃長 59e3A
での27捉JLP_'用するので.光i題のタ/7スケ･/の汁莞

発tt半の旨煮隻J-上る鵬 蟹の純正な行L'hは.'=ら

b.タ'/7スナン分光Y_セ宰Lr).i琶森村用さLtた L

S OrnrてClrLの手Lこtt･,て温ま毛宝.王族 5'.三gPL

Lり C･delrbの′ウ71ウ丑仔を完投 .大f_′ラ

フに訂きたbL内棚 と引いて属し,'=｡7f)は .エ蛙述

するが･莞亮且rt･こ.:る各Zt女屯卓67.二村十,lt稚内

タン′ステンの井aL虻を日給和の芸n)より内押して淡

め,この温軌 こついて Blld2 のE個 よりTJほだ長JL

衰め,こtLより上正光tk羊′'}アヤ利用して音波点.二

村する発散叫を淡め,辞71/,クー.こ上る斗qE温狂と

:ta-D揺正月'こ上るZr妊溢姥との換井7( 100'Kよ

り2900JKま'Cl00●おき)を作召して況古米FFl.こ辞

し た .

契密の軽快の鮫.牙地米を変災するためF,わな併fu

したが光の通弧 こ.三lFさ三mm母 <Cmm の柑暇

惣2枚を用いたので,常澄Grの署の存在.土.王BJ.こ上

って比脚 の入かけの耳衣七歳少させる.7･=これ.こ

つき折井した.その7J法.三七タ9-の坊合.:Fqじであ

i.

まず L･l･.Jol卜Ikrn主Iclnの梓監石英のfl折光のiP.)

をグラフにし.1∝FTl/liiの班を泣入耽り FTelnClの

汁:F式叫でM l分光正光等を計芳し いLmu一瓜亡n

fLriZの虹を′タフにして正く.こtt上り L Kより

3m ●7(.=宅るM ー/ t をL=有費正真の言化一二t=っ

て見外 すのZr税 JkCtT七が1作買して策 fF-こ供し

た｡-Tla-D級のE;炎,こ対しても向点てあるがJt:■まよ

り征戦である.もっともJ･LLとの好赴石英のか光ヨ光井

の変化分に上る勝 .iqt腰.i魚祝して良貨 と.LH 甘虎

であ -.,.

54才の計Xに純鏡ある武

夫志長朴の25才式.i.,この如くであるL'-れ

IE(i,'nFrl),I(}>[}

-JE(i,Sp)Ftl).I-(▲hll (1)

<1,Fつ fZ振 作のfuf-jtJ･.,J=-

Ft▲) ltm7./.I)の分党丑光串

l′(i) 古荘*の分発現虐萱で t)8 JtlddL･1

0)班をipIUflした.諒兼の色見.t一応正

常なことを托めた｡このFFrb伍は近い



将来変更される(穴韻である ｡

E.i,S▲) 温医STのfA停年か

この式て凝定吉ztるSrが淋S4野里をであ る ｡

〃ペSr)≡l恥 S,)Fl(i)I-(ス対立 (2)

qJ(T)〃r(T)
･Jα(Arr)E(̂'n frl)一°(i)d} (3)

(3)式てg_左きtLろ L･Tを用いて(～)式は

ar('r)FIp(T)-〃p(Sy) (i)
HP('r.)/Ily(TZ)

=E(A,'rl)/E(),Tz) (5)

(511_･･萌廷する▲を rrl,7,に対する亨Jl'h波長 ノY

とすると

Hペr)Hp(Sp)

-E(lJ'(SJ'/J'),T)IE(ヱ′(Sr'r),Sp)(6)

と1Zるから l＼lCn見可より

11TglrSr
-1r(9′71)C71nl'ar(I/) (7)

この式で史か.十の王事駈三空よ り井氾ぢなまめ る｡

lr.爪 は汲群のi玉敦だが.大きく変化しないから 1日

か 2['!)0>窮迫il井で'J'513%皇る.

セクターbt用~雅 姿E;重りを,切 ヒげろには,その三笠

主空事をヽとすると虐めの確変温変5､1_r･見茶けの守援

温資SILこまずろ,

･hI.く;IT)I,-(/)F(I),L'

-･vJE(',ASN)l′(メ)Ft'),/ノ (8)

(S)式 岩JITI･(S.)-NHp(5AY) (9)

lS.～-ilS-}p(Sy,S.VC.･lnl/＼●(10)

現空の日的.二.ま,かくてゴミめたタ/タスナンアーク

チ-/ブのttgl1呈辞虻を任用した｡

浮世石英慧の光吸取による温旺FETも同じ式で打方

できる｡Ci一二 のこきの遮光率=はその員J/r琳'∫上り

Fleさnel式 ')で責めた.

'一 〝巧 く")

典 光岡ン/ズの 7 i,ヤーに 上る汀安in矢の変化は

lCOrK 上 り 】qXPK までICC'おきにレ/ズの2つ

の位牡で.年度息吹を離 し(lO)式により.TH_,淡 め.

その平均 1ヽ987T,.i1_,まめ, このuで達に 】2031

-33cc.K 王て2cc'たき▲こSF孝塁度伍Tを虎め.捕

正信E十 るBモミつて沌iE辞.さ(̂ El記の甜 )+(フレ
十一二挟)+(i;具文化LL上る7L/タステ/何針串変

化)の三相p)和となる.汁罪この抜畏'三 ICW -3CCC'K

の問で 三lOの群8,に絹77さztる｡

次■ニ(5)式と Illerl朋より

(5)-e_yp(-CJJr'T.+CJjT,)

LZFち
Cl(lIjTrl/jT.)-】n〃p(TL)-1nFly(rz)

1/i-1nFIcy辞だll粁 (.2)

'Il-/I,TL-Tに..お.ナるLH)の柘n広を鉄分扶て欠

めて.

I川n(" )- Jl筑 忘ぎ} (13)

i(7,,T.)-1/2(A('r.)-)(T.)〉 (Ill)

t〔m･Lおきに山内,声flさの芸を,官用して屯位t丈升で

1を】ミめ.'この土'･Bltd2てbろ｡

6 N 定 法 原 塁

比快光三岩,位,受光部fLBlldiED如く配旺し野点

においてその重光22に入るェ六ルギーが瑞の71無.こ開

LTfいときは,

]_.A(),Tl')Ll-lty(A.,7y)1

+Ep(),'rp)-ED()7'Z) (15)

即ち EI･=/l〝E'J (16)

ここL=F'LJ rL:A i,温度 'J' の焔の吸Lii当る

従って 'JI-'Jll

契…義の熟定法:ま特)王のrJ長 く▲)におlて,分Y_訂

.二人ろ椅者の光が共.こ='JJ一夕 i,/ズのス!)ット.こ

対して+i:す立体角を完全に絹たすことが尤t甘判定.こ

上ろときは必雀,文は少たくとb比故光179'-q)光双.111こ

の立体杓を完全に充た1ことが宍EB買玉のときは必ず

てある.この&作のときt='/ト面の環資力L等しくなら

こと,即ち :(A-D 和のLt'托■こ持良も棚 bなく一環

た監FO.ス-タTL/･.5'･あるとき,桟の星虻と微 の放牧

莞i篭のBF粗 壁が等い ･｡これが反粒 度であるL上

の尻餅式は1のか1何 こ拘らず成せするから,e<.lI<1

15

上
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㌔-'【王道e!ス-タトルを発十る焔軌 _ほ怯Dある焔.こ

ついて.よそのA-1/印切しても話:星でき,IJし く古くより

Kurlbnt･rrlと≒m)として知られている)法の推 〈-ク

トルと ＼a-r)現な/双/)含んでp､てもてのままで昌宏

こない｡

上の旨古式では松の反射祥2'〕i,重視していろ机 5八m

pの DC カーポ/7l-ク光Jfレンズー瑚 い煤のある

-71ル打たLヒ:こlJit光させて同じ77向より光祐温軒で

内乱 輝 をしたが,y妊屯蟹の上昇:三全く想もら.TtTL

かつたので,焔の紺 脚 .ま無祝して笠支/'JLt,,瀞 ､

Na-[つ光を出す焔についても同様に駅みたが同じ輯奥

であったっ火鞄郡は常に政見乃至相当句の Ii.1分を含

むので1番こ添加する必啓がたかった.従って涜な.こよ

る温峡県下の間男は発生しない｡

L'u･の誕琵琶では Yn相子の博子gJ馳 唆せ淀yEEし

ていろだけであるが,乾な村外で.三二ztは他の日Eil度

へのニネルぎー分配と平衡してい る と-E占考 とてよ

し､叫,崇右こ2㍍宍頴でl三一笥庄下の燃騎であるから 一､､

暮-lD~▲scc>･分Ll肝邦 字hnrは鶴xlcLAエIsecでありこ

のこと.=ついて.エーrS焦挽してよい.

H ZubL-.a).三ガス埠発伐ブ/ス分子が近刊のポ過 エス

)/ギーを含まないかこつ一･てFl石田を提起しているが,

駁当しないO輪中 0113∑J'分了は杵ノ咽伝混妊n̂#,

/_,77,し, 高い温射止を4人,UJことはJ:く知られている

が'L) Ha屈子吉貝については反応鮮外l=)では苛められ
ていない.

決に旅の各昂分.こtウ塩櫨が異なること三当然であ

ら,那.満温罰低温部双方七光行路rこ含むときは耐Inの

T{転必定l】)を託す｡この敬合双方のFFさ既知なら,簡

止計箕可古色であるが,火柴の私撰胞 までの下研 u:の

た{),かっ込蛍的怨嗟分布のZ.:め讃正.i兜短不徳であ

以上'まま転法.=ついて並べたがL,投出 T3b2のへ

7yl//ラノ7',規間の焔 =ついてに二光斡蛇を適用し

たlLqを77<1.

即ち焔より汲トtIl一に正対して光芯,如 le常il.で油□

澄する｡包しそのとき旭の狩笈.二はJll抗を放く,汰.I

'n杭の代りに表面反GIBiをtiZき,そのif'_1こよ引 やと英

的こが噸なって光応漫Jr挽跡 こ見えるよ)に稚放Li.

可び荘原する.すると次式に獲って焔の切収群〝即ち

喝敬等汀が計罪きル (10)式中の.Vに汀を代入した式

で焔の其温虹がまとまる｡焔よi)実する光エネルギ'-

),顔の反射率JL 帖のPJ収率α,とすろとgu り瓦

斯する丈.三JR,こLtF.焔を通過すると JR(ト 打)と

rLF)TEつ?LRくして.王JR(l-Er)Tt=I'となる｡J′,)の

比は光市道計の顎みのFulに＼＼luL別により決の粥梓が

ある.

Lnl'/I--C,/).TJ(1/'J'-IT)

Ia)式と71こ質は同一

ここれら.i,ÌrL'L,虎め符,A.財 FLは02-06で:5',.

実践のBt射革R.三次の如くして求めた｡比較光.li7のノミ

ソドラ/7'x-な稽 の々角艇.584.33㌔19',135-1コ,

10さで親に反射させてその序生温挺J_'iE,≡(2=点 し.

鶴を,用いたい荘iS=韓妊逗渡とで上式で JJの比等ロも

LiA射率l～なガとめ,こ,tは917Alの扇散であるかr)/-77

用絞上で Do即ち変値反射のGLtをタ樹で:妃と')ろ 89j=

コ/..'セ柑た｡

7来 襲 薫 定

光一淵に.まL.項の温度尺要点r/i;.こDべた-ノトランプ

及び タ/yステ/アークヲノブL,用い,㌫澗財dLL.'次

の如く'Cある｡(l〕世業rB現の均台は.そのスヘクト

ル投影｡こ用いfJ/,>光器Z:拡大鏡L/用いて内払摂即.こt

ち.(2)起爆繋惣祭の45台は,KLPp-SOhnen 杜全文

斬罪y7'J,･t/クE,ノーク (スリ･'FE部 1- 2Tl一m)

を.TL.a-ラ/ブで琵B扱正し その条件で出口 に -.7ダ

光花丁和解Tfr115-qSIL･附し,こ,tニ日作の花子長だ

碓J,TT'Pil辺よりSeO＼′I)C Izf,q=粒し,fu力宅地を 30

KCIの'il和 正抗に_qじ発生するfEE特1な,.ト /.]ス

=-ブ TL:LElrOmX535-訂C の入力選手花子.=ZUt.

ろ｡(20＼川,,1cm托n-5,秘拘引手811･1)〟-)光

n腎屯LZLをあげるC詫帝が発生するのて酵定款1mゴの

CR回E弟で市Jl.-hhi,除51=-した｡屯庄質珊 頴LiZ＼X8つ

-12̂ 17-)2 A C7 9cc1-0C3の柵成, カスコー ド

指令▲こよるl脚 捕縛没rL'l践 (リ･/-/ル空圧舞成りrm

VH1.A)で㌫田引､のluて輔に近いれ 現正疋FEに.王政屯

甘lシlt/用いた｡7r･//戸グラフの曲技t,投影∋出.1これ

をP.糸することに上り,焔の発生前のNz1-DE隻仏社の

背恩光の増姓と.焔の発生時の牲堤の比較75'L唇易.=で

きる｡瓦己は周を BLZd土に示す.

7.1
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蛤と先皇l三界さ Irnm の飲用較な阿旗して自作LI=fPi

さ lさellll菅2CCm の円詩昏潜で内称に2mll の ユタ

trム托現黙野があり.その上耐 こ頼皿も世きその瑚両

石額EEに551'm 良さ 15ぐm の2JJj問を附しそのW ''

布に全 1cnl厚さ :mm の特札石英駁J_/憩につけるb

:三郎の上軒 まかぷせ準とし掛 ･齢 な附す｡従って大

LE庄てしか伊 させちLLない.0.か. -5F;の斯 .土
耳炎より女人すさ.焔の大きさは雅の押野一二より,投

下時の姉 の分敢状袋.こより一成ではILL､が l⊂m7-玖

'm=の虻がりで,砧定点は皿上 0.5-i.5C1n の漏言を

攻平に見遷した托役で,桝 のJ･7Jになる｡

光iXt5:;のT'/メ.㍗ .'ソドラソブ.こ附乱して用いて来

た もので,これで光源酸を協の位fELに作る｡分光群CTj

のレン7'iミ[17/-120rnmの CozI印 で旅及び光淡

の鰍をスリノト上に作る.この連光跡土特には閉 園に

ならぬ机 前述の先方..負fqを札RLにiP足させる｡

欝下郡tを 001gより36一郎衣まで変化させて 2,3

の菜和で氾濫した納 ま,この近因では現先の駅 a

句､二五.ます蹄 .王事きんZ:'ない｡

一日に低 ま安定せず,全体の彩と大いさ一三一定ゼIr

rab

Bt.nsttnbrenncr 193Oj:=､

∴ ･

r:ヾlt zuRu"lg

p :1 (PEklInShre) zuRu､叫(

_h alt)!礼 幻 ZuRIJ_･～】g

＼mn(〉】2060 ZulミUが哨
letr51 22BO-コ2CO
Oetry) -23W-

HexogcrL 2570-ユ6CO

PETN つ110-2ZlJ)

x'C (TL. ll8タ3) 2抑｢-2030

日 ntSU-A)naTnlt 1965-18'50

ShlnklrLd)narTut

sahr.1-也)TtamLt 二つ三一二CEO
KITLJJnarTM 1月2(-1690

SumLre-Carllt :'1C(一二㍍

Kl】rOl:arllt :2LLCE一二ccD

ドna】LrltJPrkslLber 25Cqと2CO

写e崇 en 工 芸 ,tl諾̂ mm亡

lrlTIL(rOreSOrlln 22C(I-73CO

耶 iこき中退刑火噂つ.こ111化す,3ことかケ ･のでW.忘付

置.三前途の如く仇の既芯 皿ヒ 一 三ぐmのTn=ち

っても.紺.こついて持W lrこ別荘什牡か大きく空っtL

ljEって刑定温庇は各所聞古-=叔rLつた田を与え相も.

そのたtIJ判可には 】河の男の蛤のF.脚 irtヨ(1!〇秒一

駄抄)を故じて-蛙も放たしないよう+L光認̀ 識温 度 .

.1;1び常.こ圧も;している大淀杜Trr3i史なか 5.夫ん放つ

愚民丑讃一己正とするbこの批 亀急硬.三毛三三乃至十;i

払 こ芸乙.その肝.こ払拭乃至ユ十r-:雫を投入してS:ま!

する｡焔の放外I.1.ま常温､こまT:迅etしているのてJt釈

iB班:三決定できぬ昏'Cある,9･.共襟｣-tql町可符である,

柵 'こついては.耶 用ダイナ ~/t'rf三凡て Ⅰ_均

の契同封晶で.tlt体嬢難は当訂台LIR研究三壬の盟Iとて93

蛭は指lこ7EJくはないれ有8三IG化/,I-約 土2回又.i

3回打持点したものである｡ニトロセルF,-ズはル/'F

のナイいり -3'で 日 印3なぞ9た｡他用m屯肝 T,3.忠

熱 さチJ･鮒 ノー1捕~滴 定輯攻997;たしヒ'=あっ十二

8 測 定 結 果

軌間の告辞蝶苓及び大RE;て漁牧可倍の転領jF_こ′

)nO三 m lr m CO】

-23cc-
ZuRusSlS2･tC0一･;700 二号こ･-

2310-2･;∝レ一

二

35〇一-2うOD2日O′一つ=Cg
181C-!6-0

202C･.･二3:X)

21【し一一二三′

2'Cl<:4こし一一コーLt.

22つぐ･･

一二tCO25CO≦

:肥 ノーニeCO

2330j:i.LC′ I-1.三

Ie51一 -
1

b

JOC･--J,
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Tab 3

SIOfre

Bun5eZlbTennとr

Krrte

Hplner】nmpe

O(tr)I
hlnlsu-d＼zl.LmLL

ShlnkLr〉d)namll

S8ktlrLIdyTlZmLL

K】n･dJn.lmLI
StlmlrC-C.lr)ll

E＼llrO一亡TLrlll

11】.CO,CO,CII..CrlHm,.T(I U B ～

PArArhFt

CJI}COOCLt1..

1IllX?nllrodll'hcnylc(ll)lendLmlr.lnl))1

ト1けOgL､ce)ln91クー'.NIC5,od' u s l･

NBGellC-33,～'.Nll.ト0,5elA占,I;u sⅥ

Z<gGel.fC-≦C1,I,Kト0.37-4C,～ tJi ll

rIgGet3C-SCタ.･',トⅠⅠ̀X'0,三i～56,% tlS帆

NH-Clotelf.I,E-cTr｡SLlLXlurnl0F'',llo12mChllくク.I.Scll､､Crll】2タ.'

NH.CLÒ 75,0.I.FcSLl6,E'E,Holzmchla,I.I,SchllCr813,0∠

tて,籍申,応諾中.二位化E)壬発中,7JLゴ/中で上

記の方法で悠牧温度七番J:定したFrrTab 2の鈷紫を柑
た.蚊用柵 の内芳紀を項するbのの庶準成分な,TAb

3に示す｡

1N r,P九,Tcl,日)ニト.'L,//,,yノの如き

酌米不足の始発は空中でも班を発生す,-J傾向がか ) ,

Ar.CO〉Ff･'Cは大穂の虻のため軒温不在…であるが,内

tAQ軒で比官爺鮎 とt!めらrしろ｡こzlちか辰兼出て

蜘 するときは 23瓜 -2･l00-K の高氏こたるの【'_柄

化不十分の生成物が二が､怜牧jLf起すたさらで,棚 熊兼

*で.土殆んとfP.な発生しない｡空中で技のない逮明な

仏1_/軸生する PET_TJ,Hcx,砂7イナてイtの如きは

O,*でも CO,*でも賂棚 .こ漁現し,その温狂b

大箆なく比軟的Dl迫である｡逮Ulな焔で監望.こ附 す

･3ものほと当然_Leと11ZiW温床鎧が小さく, 鞘に ブ /

tJノ灯焔'ま正博 しやすい｡bつともこiLl三時Elに上っ

て変動する｡透明なh71であっても官jf(は不泉即馴 1_/

するので毘盲をがやや田舟であった｡

脱 皮の折井卦三馬知の如く,班 の西淡である

獄 卒n -の妊 生成哲の分子dの張度できまろ焚集

荷力',その分千種の烈合点1こ噂しくたるような温変を

淡めiLは1い仙)｡惜軸にとけないので逐次代入法.こ上

る外-tないが.木秋空rではこれについては述べ七 い .

928 毒云

ス-ク1/,･鵠b:転注による焔の溢旺在サ定法の肝瓜二

つき脱糾し,･<の温度尺度殿位につき述べ,必朝ILTln

正を即33:,この方法で各領の郎体及び繁用爆撃の空中.

1) 神山 広軌 28,1-9(Z959)

萌洩 工火tS,59,3i6(柑32)

ⅠItLrZbcrg Spe亡LraoLDlnt〇m】eユloteEtlle'

(195C)p 465

^ ]三日ersllt:) rE C 24.郎7(1932)

相中 分光研兜,7.)(】959),布迫の糊合につ

き迫ぺてある｡

OmsLPITI Ph.rS】raXl.T(与19くZ9t3).

2) R lVLadenbtlrg MIJSlCalMeastlrモmen151rt

Gn5DltmmlCSLIlldCombust10】-(I955)pa67

3) CrLflhaTWl̂ ≠bcr) T'roぐ Ro) Soe 123^

101(1929).

i) Loan PhL】ヽEa轄 41'65くけミ:)

M GL)L*rteLalithS)ztll〉05LUmOPTC('mL'･

usILOrt(1953)t〉 28さ
5) ∫.G CZotl510n,A G GEL)don Proc Ro)

Soc248.429(1958).

6) S.1lla PlllLMns 40,472,809(1920)

7) I KmbdrZlStZ-S)mpomn cnCombt,sILOlt

(1955)p 2巳9

a) Ĝ)dorL.＼＼一〇lnlTLrd Flames(1953)216-235
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延 時 薬 に 関 す る 研 究

(第 t報 ) 廷 時 薬 の燃 焼 温 度 測 定

(唱Tu34年9月25 受可)

中 J,qL. lli 二

(日辛化.ミ稗丈余lJ:.茶人結合弐洪斬)

l 結 書

脚 温戯耶定は庄力汲権 と共に雀時熊の鮒 頴群を

知る上でn蛮TL柑 であるが,柘時 こIB々 むずかい ･

肥田を含んでいろ｡77九われは等時報の於粗 産一時

Ⅶ由elを攻める1JJEとLi:白金一白金.lゾウム (F'/

ウムl【)h')好例 に上る新 法を作用し.群ffにはわ

が国で広く使用暮れている珪兼歎 (珪粁 2/o∠)一拍jtr

延時非な迅んでその総粗 度郭昏方状セ托立すると共

に鮒 泣面の符故を決めた｡

唾時搬 内罫の旭篭当世.=女.ナろ澄渡的な濫資を毘事

昏する方法として鰍 .三太t,者当であるhl.-biナこ

の様な伽 もある.

(1) 白金一白金r;Jウム熱t対の托帰 可鮮fJl星虻

.上せいぜい),∝OoCであるが廷iP縄 の燃現混酸に.まで

れ以上のものもある｡この墳合スペクトル.=上って朔

僅する7J法もあるが.相 性内部と舛畑部分とでは

正宏の異なる場合があるのでi郡安には也Jl塩をな蕃す

る■
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(菜加入字桜台btRqf)

(2) 蔽化茂の熊ク,>㍍たど.=二〇京特発生見の多い

延時葉で.ミ放牧庄カが大きく,関 守5'餓 11しき)

ので掛 ､珊 羽.こ3:るTEだな追啓一時阿曲板の東急 三

民定である｡

この為.納 付で正臆 できない野 手確も少くたいが,

革いき更鉄-3即 塀 延時男.三部定可憐で,しカもか+=

り短い君主芯材までRTlfIできた｡

11 実 検 方 法

突放装社の-/fh/タダィ十プラ1J_,FLbr.Iに77(し

た,E.こ.+_無正対.il斉しうJiL用していたし様.こ常い

てあるが,罪跡こ1三帆 朋 F;か3台あ .r湾.こ3

東の駅 対で三魚のiI富うてぎ-1上う.こし'= 点火こ

.三6V等宅地を任用し,+-トヤ1 タ.A (プチ.こ

上って行った 群山屯カの校 FまIい た甘地とfu刑

抵抗器に上rIS川＼又.土lCrn1-1/出して増田W,セ通

して1ッ′F･メ-7二二人′._T= 芯圧.JJ二三リf-ノノナノ-

5-.=切換ス イノナてつ''.:いて予め改んでおく,喝の

TT'),ト ノーターL13台の畑作邪の神格坤か一至たすろ




